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化石研究会会誌� Journal�of�Fossil�Research,�Vol.�55（2）,�47-52（2０24）

１ ．はじめに
棘皮動物門クモヒトデ綱は世界で約21００種が知られ

ており，あらゆる海底環境に密に生息する底生無脊椎
動物である（岡西�2０22）．クモヒトデ類の腕は節状に
分かれており，各節は腕骨と，その両側を囲む側腕
板，腹側を覆う腹腕板，背側を覆う背腕板より成る．
多くのクモヒトデ類ではこれらの骨片の大きさは 1 ～

数 mm 程度だが，その表面には電子顕微鏡レベルの
多様な微細構造がみられ，その形状によって属や種ま
での同定が可能であることが知られている（例えば，
岡西�2０22）．

ヨーロッパや南北アメリカではこの側腕板の化石に
着目したクモヒトデ類の古生物相の復元や，それに基
づく古環境の推定がなされてきており（例えば，Thuy�
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Abstract
Disarticulated�fossil�lateral�arm�plates�of�brittle�stars�from�the�upper�Pleistocene�Fujisawa�Mud�
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2０13），日本でも近年になって神奈川県三浦半島・千
葉県流山市の更新統や茨城県日立市の鮮新統からクモ
ヒトデ類骨片化石の発見が相次いでいる（Okanishi�
et�al.�2０19,�2０22a,�b ; �Ishida�et�al.�2０23a,�b）．このよう
にクモヒトデ類の骨片化石は，大きさ数 mm 以下の，
顕微鏡観察が必須な微化石における新たな研究対象と
なる．その基礎的な知見を蓄積するため，本邦の堆積
物中のクモヒトデ類骨片化石の報告は重要である．

本研究では，神奈川県と茨城県の更新統の泥質砂中
に，クモヒトデ類の側腕板骨片化石を認めた．その同
定結果を報告する．

２ ．材料と方法
試料は神奈川県横浜市泉区下飯田境川遊水地公園

（35°23′37″N,�139°28′45″E）の藤沢泥層，および茨
城県阿見町島津（36°1′49.9″N，14０°15′36.1″E）の下
総層群の貝化石を含む泥質砂から採取した（図 1 ）．

境川遊水地公園の試料は，小沢ほか（2０16）で報告
された公園内で採取された藤沢泥層の貝化石を含む泥
質砂を処理した．境川遊水地公園では2００3年～2００6年
にかけて遊水地掘削工事により一時的に藤沢泥層の良
好な露頭が出現した（田口ほか�2００7；Irizuki�et�al.�
2００9）．

藤沢泥層は，成瀬（1952）によって提唱され，層厚
2０�m 以上の泥質砂やシルトからなり，相模野台地地
下に分布する（例えば，岡ほか�1979；樽2００4；小沢
ほか�2０23）．その堆積年代は MIS5e と推定されてい
る（例えば，松島・秋本1978；田口ほか�2００7）．境川
遊水地の露頭から貝化石（例えば，田口ほか�2００7；
小沢ほか�2０14，2０16；小荒井・馬場�2０1０）や貝形虫
（Irizuki�et�al.�2００9）が報告されている．貝化石では

田口ほか（2００7）により熱帯種群の貝であるタイワン
シラトリ（Tellinimactra dentula）を含む1００種以上の
産出が，貝形虫では Irizuki�et�al.（2００9）により，現
在トカラ海峡以南の琉球列島や台湾などの亜熱帯の内
湾域にのみ棲息している Neomonoceratina delicata を
含む79種の産出が報告され，藤沢泥層堆積時は現在の
相模湾よりやや温暖であったことが推定されている．

島津の試料は，工事により削剥された貝化石を含む
泥質砂を使用した．かつては良好な連続露頭があった
が現在はなく（西田ほか�2０15；相田ほか�2０16），地
面には工事により削剥された貝化石を含む堆積物が露
出していたが，現在はそれも埋め立てられて，観察で
きない．

霞ケ浦周辺地域はボーリングコアの調査から，下位
より地蔵堂層，藪層，上泉層，清川層，木下層，常総
層が分布している�（例えば，宇野沢ほか�1988；坂田
ほか�2０18）．島津付近においては，このうち上泉層よ
り上位が地表に露出している（中里�2００8）．島津露頭
の地質について，O’Hara�et�al.（1998）は下位より塊
状砂質シルト層，貝化石を豊富に含むシルト質細粒～
中粒砂層，細粒～中粒砂の薄層を挟むシルト層，中粒
～極粗粒砂層の 4 層に区分した．貝化石を豊富に含む
シルト質細粒～中粒砂層からは，巻貝類7０種，ツノ貝
類 2 種，二枚貝類71種が報告され黒潮系の水塊が流入
した内湾浅海の古環境が推定された（O’Hara�et�al.�
1998）．また，藤井ほか（2０1０）は， 7 目13科18属21
種の板鰓類を同定し，構成種の生息域は熱帯～亜熱
帯，温帯海域にまたがり沿岸浅海から外洋に及ぶこと
から，古東京湾はバリヤー島並びにいくつかの潮流口
の存在によって，閉鎖的ではなく，密接に外洋と接続
していたと推定した．相田ほか（2０16）は，マグロ属

図 １．�試料採取地点．右側地図は電子地形図２5000（国土地理院）を加工して作成．左に広範囲の図を，その図中の境川（A），島津
（B）をそれぞれ拡大して右に示す．

Fig.１．�Sampling�locality�（The�right�topographical�map�is�based�on�the�Digital�Map�published�by�the�Geospatial�Information�Authority�
of�Japan）.�The�extensive�map�is�shown�on�the�left,�and�Sakaigawa�（A）�and�Shimazu�（B）�in�the�map�are�enlarged�on�the�right,�
respectively.
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の椎体化石を報告した．
貝化石を豊富に含むシルト質細粒～中粒砂層は，上

部更新統下総層群木下層に対比する考えと（例えば，
O’Hara�et�al.�1998；藤井ほか�2０1０）と中部更新統下
総層群清川層に対比する考え（中里�2００8）がある．
今回処理した試料は，岩相から判断してこの地層から
産出した可能性が高く木下層か清川層のどちらかに対
比される．

クモヒトデの骨片化石の採取にあたり，島津の試料
は 2 kg の堆積物を目開き�０.5�mm の篩で，また�4０�g
の堆積物を目開き�０.０75�mm の篩で水洗処理した．境
川遊水地公園の 2 kg の堆積物は目開き�０.5�mm の篩で
水洗処理した．篩上の残渣を電気定温器で乾燥し，検
鏡用試料とした．残渣をシャーレに薄くまき双眼実体
顕微鏡下で観察し側腕板化石を面相筆で拾い出した．
拾い出し作業は，群馬県立太田女子高等学校理科研究
部の生徒と金子が行った．

上記の処理により，島津の試料では1０個の側腕板化
石が，境川遊水地公園の試料では 7 個の側腕板化石が
産出した．

各骨片を群馬県立自然史博物館の走査型電子顕微鏡
（TM-1０００：日立ハイテクノロジーズ社製）で撮影し
た．金属蒸着をせず低真空モードで，同一骨片を外
側，内側，先端側方向から撮影した（図 2 ）．

本研究で用いたサンプルは，ミュージアムパーク茨
城県自然博物館（INM）に登録した．形態用語と分類
体系に関しては，藤田（2０2０）ならびに岡西（2０22）
を参照した．

３ ．化石の記載
広蛇尾上目�Euryophiurida�O’Hara,�Hugall,�Thuy,�Stöhr�
&�Martynov,�2０17
クモヒトデ目�Ophiurida�Müller�&�Troshcel,�184０
クモヒトデ科�Ophiopyrgidae�Perrier,�1893
クシノハクモヒトデ�Ophiuroglypha kinbergi（Ljungman,�
1866）

標本：横浜市藤沢泥層産；INM-4-19467（ 1 個，図 2
D-F），INM-4-19468（ 1 個， 図 2 G-I），INM-4-19469
（ 1 個，図 2 J-L），INM-4-19472（ 4 個），阿見町島津
下総層群産；INM-4-19466（ 1 個，図 2 A-C），INM-4-
1947０（ 5 個），INM-4-19471（ 4 個）すべて側腕板骨
片．
産出地域：神奈川県横浜市泉区下飯田境川遊水地公園，
上部更新統，藤沢泥層（松島・秋本1978；田口ほか�
2００7；Irizuki� et� al.� 2００9）（INM-4-19467，INM-4-
19468，INM-4-19469，INM-4-19472）；茨城県阿見町
島津，中部～上部更新統，清川層または木下層

（O’Hara�et�al.�1998；藤井ほか�2０1０；中里�2００8）
（INM-4-19466，INM-4-1947０，INM-4-19471）．
記載：腕の基部においては高さが幅よりも長い．中部
においては高さと幅が同程度となり，末端部に向かっ
て，高さよりも幅が長くなる（図 2 ）．腕基部側の中
央が凹む．凹みは腕の基部から中部で深く，末端部で
やや浅くなる．腕末端側の中央も凹む．腕の基部から
中部において，骨片の腹側に二箇所の凹みが観察でき
るが，腕の末端部では腹側に一箇所となる．外側表面
には縦の稜線が刻まれる．外側の基部側には水平方向
の稜線を持つ．腕末端側の腕針関節の周辺は顆粒が囲
む．腕針関節はこれらの顆粒の内側に沈む形となる．
腕針関節の数は腕の基部から中部で 3 つ，末端部にむ
かうに連れて 2 つに数が減る．各腕針関節は，アーチ
状の関節隆起とその内側に大きく開いた筋肉開口，な
らびに関節隆起の根本部分に開口する神経開口より構
成される．

腕の基部と中部の骨片内側の中央部には 2 つの隆起
が見られる．これらは腕の末端部に向かうにつれて癒
合して 1 つになり，内側中央部で縦に長くなる．触手
道は，腕の中心部から腕末端部のやや腹側部分に向け
て開口する．各骨片の内側の中央部には，末端部側か
ら基部側にかけて水平に伸びる，網目構造の粗い部位
が見られる．これは骨片を腹側部位と背側部位に分け
る．明らかな孔は内側には見られない．明瞭な突起が
腕の末端部腹側に見られる．

４ ．備考
本研究で観察した17個の側腕板は，末端部腹側に開

口する触手道を持つこと，中央部に水平に走る網目構
造の粗い部分によって腹側と背側部位に分けられるこ
と，腕針関節は関節隆起とその内側に大きく開口する
筋肉開口，並びに関節隆起の根本に神経開口がみられ
ることからクモヒトデ科に分類される（O’Hara�et�al.�
2０18）．

さらに，上記に示した側腕板の特徴は現生種の
Ophiuriglypha kinbergi（クシノハクモヒトデ）に類似
していることから（Okanishi�et�al.�2０22a），本骨片化
石を同種に同定した．

藤沢泥層と下総層群両層の泥質砂から産出した化石
は壊れておらず，摩耗度も少ないことから，それほど
遠くから運ばれたものではないと考えられ，内湾の泥
質砂底に棲息していたと推定される（田口ほか�2００7；
Irizuki�et�al.�2００9；O’Hara�et�al.�1998）．現生クシノ
ハクモヒトデは日本近海の沿岸域の砂泥底で時折優占
することが知られており（例えば，入村�1982），産出
した化石も現生個体と同様な環境で生息していたと推
定される．近年では神奈川県横須賀市の更新統横須賀
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図 ２．�藤沢泥層（A-C，INM-４-１9４66），島津下総層群（D-F，INM-４-１9４67；G-I，INM-４-１9４68；J-L，INM-４-１9４69）より産出した
Ophiuroglypha kinbergiの側腕板骨片のSEM画像．A-F，腕基部；G-I，腕中部；J-L，腕末端部；A，D，G，J．外側；B，E，H，
K，内側；C，F，I，L，末端部側．矢頭は顆粒を示す．矢印は以下のように方向を示す．図内の各略語は以下の通り：E，関節
隆起；d，背側；dis，末端部側；in，内側；K，隆起；MO，筋肉開口；NO，神経開口；o，外側；P，孔；pro，基部側；SA，
腕針関節；Sp，突起；TN，触手道；v，腹側．スケールバーは0.5�mm．

Fig.２．�SEM�images�of�fossil�lateral�arm�plates�of�Ophiuroglypha kinbergi�from�the�upper�Pleistocene�Fujisawa�Mud�（A-C,�INM-４-�
１9４66）�and�the�Pleistocene�Shimosa�Group�（D-F,�INM-４-１9４67 ; �G-I,�INM-４-１9４68 ; �J-L,�INM-４-１9４69）.�A-F,�proximal�lateral�arm�
plates ; �G-I,�median�lateral�arm�plates ; �J-L,�distal�lateral�arm�plates ; �A,�D,�G,�J�in�external�view,�B,�E,�H,�K�in�internal�view�
and�C,�F,�I,�L�in�distal�view.�Arrowheads�indicate�granules.�Arrows�show�orientations.�Abbreviations : �E,�elevation ; �d,�dorsal�
side ; �dis,�distal�side ; �in,�inner�side ; �K,�knob ; �MO,�muscle�opening ; �NO,�nerve�opening ; �o,�outer�side ; �P,�perforation ; �pro,�
proximal�side ; �SA,�spine�articulation ; �Sp,�spur ; �TN,�tentacle�notch ; �v,�ventral�side.�Scale�bars,�0.5�mm.
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層大津砂泥部層からも多くのクシノハクモヒトデの骨
片化石が得られており，上記と同様な環境が推定され
ている（Okanishi�et�al.�2０22a）．
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